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	白浜海象観測所の移転について
	観測技術グループ　久保輝広
	1968年(昭和43年)に竣工された白浜海象観測所本館が、2011年東北地方太平洋沖地震・津波の発生を受け、隔地観測拠点としての機能確保、ならびに地域の防災拠点を目指して高台へ新営移転し、2015年4月24日には竣工記念式典が挙行された。以下に竣工記念式典の様子と新営白浜海象観測所本館を紹介する。
	竣工記念式典の様子
	新営白浜海象観測所本館1階のセミナー室にて、寶　馨防災研究所長の開式挨拶、湊　長博理事・副学長(研究・企画・病院担当)の式辞、井澗　誠白浜町長の祝辞、藤田　正治流域災害研究センター長の閉式の辞ののち、馬場　康之白浜海象観測所長による観測所の歴史、現状の研究活動状況の紹介があった。

